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Carbon Footprint Calculator in Japanese（日本語版） 

二酸化炭素排出量計算機 

個人の二酸化炭素排出量を測定する独自のツールを作成します。 

 

０ 序論 

① あなたが作るもの 

人々が個人的な影響を理解するのに役立つ、シンプルな二酸化炭素排出量計算機を作成しま

す。 

 

② あなたが学ぶこと 

・リストのデータをループ処理する。 

・ユーザーの入力に基づいて値を合計する 

・文字列を動的にフォーマットする 

・入力を検証する 

 

③ 必要なもの 

ア ハードウエア 

Trinketにオンラインでアクセスできるコンピュータ 

このプロジェクトにRaspberry Piは必要ありません 

イ ダウンロード 

オフライン・スターター・プロジェクト 

bit.ly/mhcarboncalc 

 

④ 教育関係者向け補足説明 

完成したプロジェクトへのリンクはこちら 

https://trinket.io/python/bd3506101e 

 

１ リストの質問と回答 

まず、ユーザーにいくつかの質問をして、その答えを提供したいと思います。 

ユーザーの二酸化炭素排出量を測定するために、可能な限りの回答を提供したいと思います

。 

 

・スタータープロジェクトを開きます。 

bit.ly/mhcarboncalc 



・左側があなたのコードウィンドウで、右側があなたのコードの結果です。 

コードが表示されます。 

“Run "ボタンをクリックすると、コードが実行されます。 

最初の2行がすでに書かれていることに気づくでしょう。 

・1行目はPythonのバージョン3を使うことを指示し、2行目は二酸化炭素排出量計算機のデ

ータを取得しています。 

 

・データはいくつかの質問で構成されており、それぞれの回答にはどれだけの炭素を使用し

ているかという値が与えられています。 

・まず、すべての質問をリストアップしてみましょう。 

そのために、それぞれの質問を順番に表示する「for」ループを書きます。 

 

・それぞれの質問を書き出してみたいと思います。そのためには、「print」コマンドを使

います。 

・質問はすでにdata.pyタブの中にあるので、書き出す必要はありません。 

 

・「Run」ボタンを使って、プログラムを実行します。右側のResultウィンドウには、質問

のリストが表示されているはずです。 

 

・それぞれの質問に対して、答えをリストアップしたいと思います。 

質問に対するすべての可能な答えを出力する2つ目のループを追加します。 



 

・ユーザーが入力しやすいように、回答に番号を付けたいと思います。 

まず、番号の初期値を設定する必要があります。 

・プログラミングでは、数を表すのに「i」という文字をよく使います。 

 

・次に、答えのforループを回るたびに、「i」の値を増やしていく必要があります。 

 

・これで、答えのテキストに追加することができます。 

・プログラムを実行してみてください。 

これで、すべての質問に番号付きの答えが表示されるはずです。 

 

２ 合計 

次に、すべてのユーザーの回答を得て、その排出量を集計します。 

 

・ユーザーに質問をしているので、その答えを得る必要があります。 

答えを得る必要があります。 

・次のコードを追加して、ユーザーに回答を尋ね、その回答を 

“response "という変数に格納します。 

・新しいコードが正しいインデントで表示されていることを確認してください。 



 

・質問では、関連する回答から炭素量を取得したいと思います。炭素の量を出力するコード

を追加します。 

 

・プログラムを実行してください。レスポンスを入力しようとするとどうなるでしょうか？ 

おそらく、次のようなエラーが出るでしょう。 

 

・このエラーが発生するのは、入力コマンドが整数（数値）ではなく文字列（テキスト）を

与えるからです。 

応答を使用する前に、数値に変換する必要があります。 

・このコードを追加して、もう一度プログラムを実行してみましょう。これでいいですね! 

 

・各ステップの後に炭素量を表示するのではなく、連続した集計を行い、すべての質問が終

わった後に表示したいと思います。 

・まず、質問ループを始める前に、合計値を0に初期化する必要があります。 

 



各質問の後に使用された二酸化炭素排出量をプリントアウトするのではなく、合計に加えた

いと思います。 

 

最後に、質問のループ処理が終わった後に、これをプリントアウトしたいと思います。 

 

・16行目の前にはスペースがないことに注意してください。 

スペースは「インデント」と呼ばれ、Pythonにコマンドがループの中にあることを伝えます

。 

私たちはprint文をループの中に入れたくないので、インデントしないようにしています。 

このコードが端の方にあることを確認してください。 

・プログラムを実行してみましょう。 

すべての質問に答えて、最後に答えを得ることができるはずです。 

 

・現在、プログラムはただ数字を出力しています。 

この数字をもう少し使いやすいものにしてみましょう。 

・print行を以下のように更新して、ユーザーに数字の意味を教えてあげましょう。 

 

日本語に訳すと、「あなたは毎年、合計で約◯kgのCO２を排出しています。」となります。 

 

・プログラムを再度実行します。これで、排出されたCO2の総量が読みやすい形で表示され

るはずです。 

 

３ 入力の検証 

CO2計算機が動作していますが、ユーザーがプログラムで想定していない数値を入力したり

、数値ではないものを入力したりしたらどうなりますか？ 

“IndexError "というエラーが表示されましたか？ 

次のステップでは、ユーザーが間違ったものを入力しても、プログラム全体がクラッシュし

ないように、ユーザーの入力を検証します。 

 

・検証の最初のステップは、ユーザーに何が期待されているかを伝えることです。 

・答えを聞くときに何が期待されているのか、ユーザーに伝えましょう。 



 

・「format」コマンドは少しわかりにくいかもしれませんが、とりあえず、「{}」を「i」

に格納されている数値に置き換えるということだけ知っていればいいでしょう。 

・プログラムを実行してみてください。与えられた範囲が、選択肢の数よりも1つ大きいこ

とに気づくかもしれません。これを修正するには、フォーマットで "i "の代わりに "i-1 "

を使用します。 

 

・もう一度プログラムを実行してください。その方がいいですね。 

・今、私たちはユーザーに何を入力すべきかを伝えていますが、ユーザーは正しく入力すべ

きです。しかし、正しく入力しなければならないからといって、正しく入力できるとは限り

ません。 

誰にでもミスはありますし、中にはわざとプログラムを壊そうとする人もいます。意図的に

プログラムを壊そうとする人もいます（ハッカーがコンピュータに侵入する方法のひとつで

す）。 

それでも、入力が有効であることを確認する必要があります。 

・まず、pythonに数字への変換を指示する前に、数字が実際に入力されているかどうかを確

認してみましょう。 

・（14行目を次のレベルにインデントして、Pythonにifステートメント内にあることを通知

していることに注意してください） 

 

・ユーザーが数字ではないものを入力した場合、数字を入力する必要があることを伝える必

要があります。 

 

・次に、数値が正しい範囲にあることを確認するために、数値を検証する必要があります。

そして、その数値を合計に追加します。 

・下に「if」を追加し、既存の「total +=」の行をインデントします。 



 

・プログラムを実行してみましょう。 

・ユーザーが何か間違ったことを入力したらどうなるでしょうか？ 

プログラムはもう壊れませんが、次の質問に移ってしまうので、正確な結果は得られません

。私たちは、ユーザーが有効な回答をするまで、何度も質問をしたいと思います。 

・これを実現するために、whileループを使います。 

このループは、条件が満たされるまで（ここでは、有効なレスポンスが得られるまで）、ル

ープを続けます。 

まず、ブール変数を初期化します。 

・ここでは、有効であることを示すために必要なすべての項目をチェックするまで、レスポ

ンスは有効でないと仮定します。 

 

・whileループでは、すべての検証を実行します。 

・ (21行目までのすべてを別のレベルにインデントしていることに注意してください。 

これは、インデントしたい14行目から21行目までのコードをすべてハイライトしてTABキー

を押すことで複数行を同時にインデントすることが可能です。 

 

・今、プログラムを実行すると、無限ループに陥ってしまいます。なぜなら、validをTrue

に設定していないからです。 

数字が正しい範囲にある場合には、そうしてみましょう。 



 

・インデントを2段階減らして、23行目をif文とwhileループの外に出したことに注目してく

ださい。 

これは、行頭のバックスペースを使って行いました。 

・ユーザーが正しい範囲外の数字を入力した場合、何が間違っているのかを伝える必要があ

ります。 

 

・プログラムを実行してください。 

これで、プログラムが動作し、ユーザーの回答を正しく検証できるはずです。 

 

これでひとまず、carbon-footprint-calculator（二酸化炭素排出量計算機）は完成です。 

 

４ チャレンジ 

① 繰り返し 

・毎回リセットしなくても、複数の人が二酸化炭素排出量計算機を使えるように、プログラ

ム全体をループさせることはできますか？ 

 

② 高度なチャレンジ 結果をグラフ化する 

・クラスメートの二酸化炭素排出量をグラフ化することができますか？ 

Pythonでグラフを作成したい場合は、Popular Pets Code Clubのプロジェクトをご覧くださ

い。 

 

おめでとうございます。 

あなたはMoonhack2021にチャレンジし、見事完走しました。 

 


